



                     
１．はじめに 




















ハウ、試料調製の習得も必要である。五福地区技術部技術報告集 Vol.9（2009 年 3 月発刊）に、
当時の目線で業務の紹介をさせていただいた。それぞれの取り組みについては、同報告集 Vol.20
（2020 年 3月発刊）、Vol.16（2016年 3月発刊）、Vol.15（2015年 3月発刊）、Vol.14（2014 年 3








講くださった教員・研究者は累計 100 名を超え、学生は累計 1,000 名を超えた（図２）。 
























年度 研究会 主催 発 表 題 目 
2007 機器・分析 富山大 口頭発表「機器の円滑管理への取り組み」 
2007 実験・実習 徳島大 ポスター発表「機器講習会における取り組み」 
2008 機器・分析 愛媛大 ポスター発表「熱分析装置を用いた研究紹介」 
2010 機器・分析 東京工業大 
口頭発表「FIB がやってきた～大型機器の学内外開放における
取り組みについて～」 
2010 総合 熊本大 ポスター発表「大型共同利用機器の管理に携わって」 
2011 機器・分析 信州大 
口頭発表「FE-SEM を伝えるために～機器講習会における取り
組みについて～」 
2012 機器・分析 大分大 
口頭発表「FIB を用いた SEM 試料作製～現有機器での断面観
察の試み～」 
2013 機器・分析 鳥取大 ポスター発表「外部利用における技術職員としての取り組み」 
2014 機器・分析 北海道大 ポスター発表「顕微情報交流会の紹介」 
2017 機器・分析 長岡技科大 
口頭発表「共同利用機器管理者としての取り組み～失敗と気づ
きの 10 年を振り返る～」 
























































第２回：2014年 5月 20日（火）12時～ 参加者 10名 
・作業環境測定（労働衛生関連）について 他 




第４回：2015年 2月 12日（木）18時～ 参加者 4名 
    ・岡崎見学報告 
    ・総合技術研究会参加報告 












2018 年 12 月に、第６期科学技術基本計画について、技術職員らから要望提案をすることを目
的に、有志の会が結成され、ふとしたきっかけで参加することとなった。2019 年 1月 23日の「第










 その後、有志の会は、「大学技術職員組織研究会」に、統合され、その研究会の ML やシンポジ
ウムでも貴重な情報を得ることができた。そういった経験は「偶然」だと思っていたが、「運」「縁」
に導かれていたのかもしれない。 
 顧問である江端新吾氏のおかげで、「研究・イノベーション学会」でも発表する機会が得られ、
幸せな「縁」と考えている。 
 
６．結び 
資料を見直し、思い出したこともある。15年という期間は世の中、そして、技術職員にとって、
変動の期間でもあり、自身も多くの経験により、学ばせていただいた。すべてが自身のためにな
り、そして、「学而事人」、大学、世の中に還元してきたつもりである。 
悔しい思いも泣いたことも多々あった。しかし、去る今は、楽しかったこと、かけられて嬉し
かった言葉など、よいことしか思い出せないのである。「○○さんともっとコラボしたかったなあ」
「●●先生のサンプル、測りたかったなあ」といった小さな後悔は多々あるが、15年の働き方に
も去ることにも後悔はない。 
学内外の多くの教員の皆様、事務職員の皆様、そして、同士である技術職員の皆様、学生さん
ら、企業の方々、メーカーの方々…により、充実した 15年間を過ごせたことを幸せに思うととも
に、すべての出会いに感謝し、この場をお借りしまして、皆様にお礼を申し上げます。 
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